

















































リー ・ハフトンや長編小説『ミスター ・ヌー ン』(M『Ⅳoo",1934,1984)の
ルイ・ゴダート（社会主義者で菜食主義者）はウィリアム・ホプキンがモデ
ルであると断定できるであろうし、また、パティ・ゴダート（夫人参政権論
者）はサラ・ホプキンがモデルになっていると言われている。敢えて言うな
らば、ロレンスの作品に登場する社会主義者やジャーナリスト、婦人解放運
動の推進者、また進歩主義的知識人の原型はこのホプキン夫妻であると言っ
ても過言ではないだろう。ロレンスが後年の諸作品に様々な論客（彼らがど
のような主義を持ち、また、どのような思想を語るかは別問題としても）を
登場させた背景には、ホプキン夫妻の存在があったのである。
1906年4月、ロレンスは初の長編小説「リテイシア」("Laetitia'')の
第1草稿（本作品はその後、第2草稿が書かれ、引き続き「ネザミア」
("Nethermere'')第1、第2草稿が起こされ、最終的に『白孔雀』(Tlie
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Wﾙ"eP"cock,1911)として世に出る）を書き始める。「リティシア」は文学
作品としての（主に構成面での）完成度は別として、既にロレンス文学特有
の様々なテーマが表れているといった点で重要な作品である。物語の語り手
であり主人公でもあるシリル・ビアゾルが抱く人間存在としての「疎外感」
や「喪失感」は、21歳のロレンスが抱いていた感情であり、また、シリル
と彼の恋人であるエミリー・サクストンとの恋愛感情は若きロレンスの苦悩
に満ちたそれであった。農夫であるジョージ・サクストン（エミリーの兄）
の持つ「本能的生命力｣、また、炭鉱主一族の息子であるレズリー・テンペ
ストの「気取った洗練さ」などは、イーストウッドに生まれ育ったロレンス
の周囲に実在していた人物の実像が色濃く投影されている。物語の舞台であ
るエバーウイッチ(Eberwich)はまさにイーストウッドであり、ロレンスー
家が親しく交際していたチェインバーズー家(theChambers)や地元の炭鉱
主バーバー一族(Barber)は、その名を変えただけの人物として物語に登場
している。物語の主要な舞台であるネザミア領地の森番フランク・アナブル
は、後年に執筆されることなるロレンスの代表作『チャタレイ夫人の恋人』
(LadyC〃α"eﾉ･/ey'sLov"1928)のメラー ズの原型である。こうした特異な人
物像を20年以上にも亘って懐に秘め、温め、熟成させ、そのつど作品中に
投影させる技には､ロレンスの作家としての執念があり、それは気晩のこもっ
た作家魂でもある。
物語の第2部、第2章の「春の暗雲」("AShadowinSpring'')でのシリ
ルとアナブルの避遁は作品中でも中心的テーマが凝縮されたクライマックス
のひとつである。農場がウサギに荒らされていると言い張る農夫サクストン
は銃でウサギ狩りを強行するのだが、自然を愛し、サクストンの行為に反抗
するアナブルは「俺の知っている害獣はただ一種類だけだ－それは口をき
く生き物だ｣(2)と言ってウサギ狩りを邪魔する。これを端にアナブルは村人
たちから「森の悪魔」($devilofthewoods')と呼ばれるようになる。だが、
シリルはアナブルにとって唯一の良き理解者となる。「良き動物たれ、汝の
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動物的本能に忠実であれ｣(@Beagoodanimal,truetoyouranimalmstinct.')(3)
と言うアナブルのモットーはシリルの信念そのものであり、そこには作者ロ
レンスの思想や哲学が色濃く投影されている。二人が石切り場の森で会う場
面は、作者ロレンスの思想と哲学がその美文で熱く語られている。
4月の初めのある日の夕方、私［シリル］はアナブルを探しなが
ら石切り場のある森へ入って行った。…
教会の裏から驚いて飛び出た孔雀が墓地の階段の上を羽ばたいて
飛んで来たのだった。それから重い足音が敷石を横切った｡森番［ア
ナブル］だった。私が彼の知っている口笛を吹くと、彼は茨だらけ
のバラの茂みを掻き分けて階段を上がって来た。孔雀は私の頭上を
飛び越え、古びた黒い身体を曲げた天使像の首に止まった。その天
使は死んだルーシーのことを最早嘆くことはなく、また天使自身も
既に死んでいた。孔雀は官能的な首をかしげ、あたりを見渡した。
そして、頭を高くもたげ、叫び声を上げた｡その声は暗い黄昏時の
聖域を引き裂いた。枯れた灰色の草が揺れ動くように思えた。…
「あいつの声を聞くがいい！…傲慢な愚か者め！－見てみろ！ま
るで虚栄の台座のように天使の上に止まっている。あれは女の魂だ
－または悪魔の｣(』）
多くの批評家の言を待たずともロレンスの写実的な美文には定評がある。
特筆すべきは短編小説"TheOdourofChrysanthemumy(1911)の冒頭だろう
が、その美文ですらこの箇所ほどには構成上、重要な役割を果たしてはいな
い。つまり、本箇所では主人公シリルが森の教会へ入って行く場面が森番ア
ナブルとの避遁へと続き、その迩遁でアナブルは自らの哲学、つまり作者ロ
レンスの思想を代弁するといった、魅力的な手法が用いられているのである。
登場人物を取り巻く自然が単に美しい文体で描写されているに留まらず、彼
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らの哲学や思想、つまり作品の核心的テーマが語られる格好の舞台へと続く
導入ともなっているのである。本作品ではシリルとアナブル（二人とも作者
ロレンスの代弁者と考えてよいだろう)のこの迩遁を境に､作品の中心的テー
マがより明確になってくる。美文で語られる森番の言葉は、そのまま自然を
賛美する作者ロレンスの嘆きであり、その後に起こるアナブルの事故死（石
切り場の崩壊により死亡する）は、まさに「現代文明社会における自然の喪
失」を意味しているのである(う)。
「リテイシア」の第1草稿が起こされ(1906年4月)、最終的に「白孔雀』
として完成する(1910年12月）までロレンスは何度も改稿を重ね続けてい
たのだが、その間、幼友達ジェシー ・チェインバー ズ(JessieChambers,1887-
1944)との関係はかなり深いものになっていた。特に1906年から1908年に
かけての二人の関係は最も濃密であったと指摘する批評家がいる(6)。ロレン
スは「リテイシア」を初めとして、書き溜めていた詩などを持って足しげく
ジェシーの実家であるハッグズ農場へ通っては、彼女の意見を求めていた。
8月､ロレンス母子とジェシーはリンカンシャーへ旅行している。ジェシー
のことを決して快く思っていなかった母親リディア(LydiaLawrence,1851-
1910)が三人で旅行したのは、おそらくロレンスの強い要望があってのこと
だろう。
その前年（1905年）の2月に出た勅定奨学生試験(King'sScholarship
exam.)の結果は｢第1等級第1グルー プ｣で合格というものだった。この結果、
奨学生となったロレンスは正規の教員免許状を取得するためにノッティンガ
ム・ユニヴァー シティ・カレッジ(NottinghamUniversityCollege)への入学
を決める。将来、教員としての安定した暮らしを望んだのはロレンス自身
よりも、むしろ母親であった。炭鉱夫である夫アー サー (ArthurLawrence,
1846-1924)のような男にはなって欲しくないという母親の強い意志がロレ
ンスを大学進学へ向かわせたと言えよう。しかし、実際に大学へ通い始めた
ロレンスの思いは「幻滅」(&disillusion')の一言に尽きるものだった(71。「…
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大学は僕に何も与えてくれなかったし、やるべき事もなかった－」（℃ollege
gavemenothing,evennothingtodo-')'8)という不満に始まり、「僕は大学
にとても失望しました…最も驚いたのは、教授の半数が知的にも、また人格
的にも僕より劣っていたことです…」(@CollegedisappointedmepainfUlly...
oneofthecruelestshocksleverhadwastofindthathalfthepro's[professors]
incollegewerenotsuperiortomeinintellectandcharacter.')(9)という失望を
表す様々な感情が若きロレンスを捉えたのだった。だが、こうした感情は大
学や教授たちそのものに起因していたというより、むしろロレンスの大学や
学者に関する考え方や姿勢に因るものであったろう。今日でもある種のイギ
リス人が高等教育機関や、そこに所属する上流階級の人々を椰楡する時に使
う(posh'という言葉がロレンスから離れることはなかった。イングランド
中部の炭鉱村で生まれ育ったロレンスにとって、大学という組織は優越感に
浸る人々の集まる非現実的かつ生命力の欠如した世界であり、そこは彼の知
る炭鉱村とはかけ離れた世界に思えたのである。大学在学中（1906年9月
-1908年7月)に書かれた三編の詩､｢開き直り」(&TheWonnTurns')､｢勉学」
(@Study')、そして「大学の窓から」(@FromaCollegeWindow')には、現
実から遊離した大学という世界がロレンス独特の冷ややかな筆致で綴られて
いる('0)。「僕は本にはうんざりだ…腐生植物の壌土には…」(&Iamquitesick
ofbooks...Suchsaprophytemould.')(｢開き直り｣)、「誰が来るのか－足取り
が静かな一人の労働者だ」（‘Whocomes？－Alabourerwithstilltread.'）（｢勉
学｣)、また、「･･･僕たちは、まるで窓辺に座る神々のように、智恵の高み
から町の芝居を半ば楽しんで眺めている｡」（‘…we,likegodsinthewindow
seat/Upliftedinwisdom,halfamusedbytheplayinthestreet.')(｢大学の窓
から｣）といった表現には、ロレンスの「大学」と「現実世界」との対比が、
単なる観察者としてではなく、その渦中に身を置く当事者としての立場から
述べられている。ノッティンガム・ユニヴァーシティ・カレッジはその後の
1948年にジェシー ・ブー ト卿(SirJesseBoot,1850-1931)の資金提供により
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その時のことをロ
NewUniversity',
ノッティンガム大学(UniversityofNottingham)となる。 I
レンスは「ノッティンガムの新しい大学」(6Nottingham's w
Pα"W8,1929)と題する詩で次のように伝えている。
ノッティンガムの新しい大学
ノッティンガムに、あの陰諺な町に
私が高校とカレッジに通った所に、
新しい大学が出来た
新しい知識を授けるために。
壮麗で、素晴らしく
気高い資金で
良きジェシー・ブート卿の
狡滑な錬金術から生まれた。
子供の頃、思いもしなかった
私のささやかな小銭を
ブートの現金払いの薬局のカウンターの上に転がした時、
ジェシーが
同じような小銭を何百万も集めて
財産を作り
最後には壮麗で、素晴らしく
膨らませ、花咲かせて
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大学にするとは
そこでは利口な人間が素晴らしい錬金術のように薬を調剤する
常識的な言葉を使って！
将来のノッティンガムの子供たちが
現金を調合する薬学の理学士となり
ノッティンガムの知識人は立ち上がって
－ブーツのお陰で私は文学修士になった、と言うとは。
こうしたことから私には分かる、前から知っていたことなのだが
文化は現金のクソの中深くに根を張り、知識は
ブーツから最後に出てくるものであることが。
「新しい知識｣、「気高い資金｣、「良きブー ト卿｣、「財産｣、「文学修士｣、「文
化は現金のクソの中｣、この詩のこうしたキーワードにはロレンスの大学と
いう教育機関や知識人、また実業家の蓄財に対する反感や反目が強い皮肉と
ともに込められている。以前、ロレンスの母方の祖父とジェシー・ブートの
間に多少のいざこざがあったことをロレンスは1915年1月13日付の書簡
である知人に伝えているが、こうした個人的な問題もノッティンガム大学設
立に関してのロレンスの想いを増長させたと言えるかもしれない。
ロレンスは言わば「転んでもただでは起きない」性質の人間だった。ノッ
ティンガム・ユニヴァーシティ・カレッジに幻滅し、その「腐生性」に脅か
されても、こうした状況を逆手に取り、作家としての糧にして作品中に反映
させ続けたのである。
1907年8月、地元紙である『ノッティンガム・ガーデイアン』紙
(NC"mg加msh"･eG"αrdjα"）がその年のクリスマス懸賞文学作品の応募を
行った。作品は3部門（1．「楽しいクリスマスの物語で一番良いものに懸
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賞金3ポンド｣、2．「面白いクリスマスの物語で一番良いものに懸賞金3ポ
ンド｣、3．「歴史的建造物の伝説で一番良いものに懸賞金3ポンド｣）で、ロ
レンスは3部門すべてに応募すべく作品を書いた。1．の部門に応募すべく
｢序曲」("APrelude'',1907)を書き、ジェシー の名前で投稿し、2.の部門
では「白いストッキング」("TheWhiteStocking'',1914)の最初の草稿とな
る作品をルイ・バロウズ(LouieBurrows,1888-1962)(ともにイルケストン
の見習い教員養成所の生徒だった女性）の名前で、さらに「ステンドグラス
のかけら」(@GAFragmentofStainedGlasT,1911)の初期の草稿である「ル
ビー ・グラス」(@@Ruby-Glasg',1911)を自らの名前で投稿した。審査結果は、
｢序曲」が部門1位となり、その年の12月7日付、『ノッティンガム・ガー
デイアン』紙に掲載されることになる（本紙はロレンスの死後の1949年12
月10日にこの作品を再掲載する)。これは若きロレンスにとって多くの意味
を持つ出来事であった。先ず、自らの作品が地元紙に活字となって掲載され
たこと、次に、本作品が「楽しいクリスマスの物語」として公認され、ロレ
ンス自ら多少の自信を持ったことである。皮肉なことに、その後のロレンス
は終生、決して「楽しい作家」であったことはなく、また彼自身そうなるこ
とを望んだこともなかった。ロレンスはスタンダー ル(Stendhal,MarieHenri
Beyle,1783-1842)やモーム(WilliamSomersetMaugham,1874-1965)のよう
な作家とは一線を画した作家であることを自認し、また、それを誇りとして
いた。あるべき作家像について、イタリアの批評家カルロ・リナテイ(Carlo
Linati,1878-1949)に宛てた書簡の一部で次のように明言している。
｢…書物は観察と感覚で巧みに組み立てられ、すべて完壁に仕上げ
られたある種の玩具であるべきだと思いますか？－私はそうは思い
ません。…作家というものは群集の中にいて、彼らの向こうずね
を蹴って、悲しませたり喜ばせたりすべきものです。…芸術作品は、
特に小説は読者が高みの見物をする小劇場ではありません－20リ
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ラの入場券を買い一ため息をついたり、哀れんだり、大目に見たり、
微笑んだりする神のように。…私の作品を読む人は取っ組み合いの
真っ只中に入り、もしそれが気に入らなければ一安全な客席にいた
いのなら－他の作家の作品を読めばいいのです｡｣(''）
こうした主張にはロレンスのまるで求道者のごとき作家魂が垣間見られる
が、ロレンスはそれを意識することもなく、生涯に亘って「玩具でない書物」
の執筆に拘った。大学の窓から見える外界を「高みの見物」の対象としてで
はなく、その中へ入って行き、取っ組み合い、真の世界を見るべく苦闘した
のである。ノッティンガム・ユニヴァーシティ・カレッジでの学生時代が、
教員免許状を取得したこと以外には意味がなかったとする批評家の指摘とは
相反して、ロレンスが得た成果は多大なものであった。その後の作家活動に
おいて執筆した多くの作品の萌芽はこの時期すでに見られるものであったし、
何よりもこの時期の経験がロレンスを人間としてより大きく成長させたので
ある。3ポンドの賞金を獲得した「序曲」については､ロマンスに満ちた「楽
しいクリスマスの物語」に終始しているにしても、この作品の登場人物に読
者はシリルやエミリー、ジョージやレティス（同時期に書かれた「リテイシ
ア」の主人公たち）の面影を見るのである。
冬、ロレンスはアリス・ダックス(AliceDax,1878-1910)を通してブラ
ンチ･ジェニングズ(BlancheJennings,1881-1944)と会う機会を持つ。ジェ
ニングズはリヴァプールの郵便局に勤務する女性で、熱烈な女性参政権論者
だった。また、アリスもリヴァプール出身の女性で、イーストウッドの薬剤
師ハリー ・ダックス(HarryDax)と結婚し、思想的に社会主義を信奉し、ま
た、ブランチ同様に女性参政権論者であった。ロレンスは二人に「リティシ
ア」の第2草稿について意見を求めていることから、ジェシー･チェインバー
ズ同様、作品の批評を当てにできる女性として見ていたのだろう。特にアリ
スは、その後の6年間に亘る親密な関係からしてロレンスにとって極めて重
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要な存在であったと言える。
1908年はロレンスにとり転機となった年である。6月から7月4日まで
続いたノッティンガム・ユニヴァーシティ・カレッジでの教員免許資格試験
を終え、免許状を取得した彼は、さっそく職探しを始める。しかし、希望で
あったノッティンガムでの教職は見つからず、心配する家族やジェシーを思
い必死に勤め口を捜す毎日であった。ノッティンガムでの就職を諦めた彼は、
リヴァプールをはじめストックポート、更にはエジプトにまで応募の手紙を
出す。ブランチ・ジェニングズ宛ての手紙で、「エジプトに就職先を求めて
手紙を出しました。直く守に見つかるかどうかはそれ程気にしていません｡｣('2）
と書いている。アモス・ヘンダー ソン教授(ProfessorAmosHenderson)と
ジョー ジ・ホウルダネス(GeorgeHolderness)の推薦の甲斐もなく教職に就
くことは困難だった。その最大の原因は、当時、イングランドでは教職課程
を終えた大学生の数が増加し、正教員としての採用枠が限定されていたから
である。ヘンダーソン教授はロレンスの文学的才能を認めていた人物であり、
また、ジョージ・ホウルダネスとは1902年10月にロレンスがイーストウッ
ドの英国学校で見習い教員として教え始めた時からの知り合いだった。二人
ともロレンスの才能を認めていながらも、その推薦もむなしく、ロレンスの
教員応募に対して返ってくる返事は、「貴殿の応募に沿いかねることを謹ん
で御通知申し上げます｣(13)というものだった。
9月26日、ロレンスはロンドンの南部にあるクロイドンで面接を受け、
デイヴィッドソン・ロー ド小学校(DavidsonRoadSchool)での採用が決まる。
だが、当時のイギリスでは近代国家に向けての様々 な政治改革が進行中で{14)、
4月にアスキス(HerbertHenryAsquith,1852-1928)率いる第1次政府が発足
し、また、女性参政権運動が始まり、学校教育制度に関してもいくつかの改
革案が出され、検討が始められていた。だが、その改革案の実現も進まない
まま、現場の公立学校には未整備のままのイギリス社会の実態が暗い影を落
としていた。ロンドンというイギリスの中心地域にあるデイヴイッドソン．
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ロード小学校には、大都市として発展途上にあったロンドンの混乱がそのま
ま反映されていたのだ。養育院に暮らす孤児や役者の子供たち、履く靴さえ
買えない貧しい家庭の子供たちなど、様々な環境に置かれた児童が小学校に
はいた。牧歌的な故郷のイーストウッドとは違った世界で教鞭を取ることに
なったロレンスの悲痛な思いが、どれ程のものであったかは想像に難くない。
こうした経験が彼の作品に大いに反映されているのは当然のことである。だ
が、ロレンスにとって重要であったのは、こうした職場環境での経験もさる
ことながら、ロンドンでの生活で得られた人間関係、人脈、そして都会なら
ではの文化に接することが出来たことだった。ロレンスは機会を見つけては
ロンドンの美術館や博物館､図書館や劇場に通った。また、下宿先のジョン・
ウイリアム・ジョー ンズ夫妻(JohnandMarieJones)や職場の同僚教師アグ
ネス・ホウルト(AgnesHolt)、女友達のヘレン・コー ク(HelenCorke)との
出会い、そして何よりも、イギリス文壇へのデビューを願っていたロレンス
が文芸誌『イングリッシュ・レヴュー 』誌(E"g/杣此view)の編集者フォー ド・
マドックス・フー ファー (FordMadoxHueffer,1873-1939)(後に姓をフオー
ドと改名）と知り合いになったことで、彼の人生は一変したのである。職業
作家としての新たな人生が開かれたのである。
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，．H・ロレンス年譜（1906年-1908年)及び本論考で扱った人物
1906年(21歳）英国学校の教員として教え続ける傍ら、ノッティンガム・
ユニヴァーシティ・カレッジ入学のための「前納授業料
20ポンド」を蓄える。ウィリアム・ホプキン夫妻の家に
出入りし、様々な知的刺激を受ける。4月、初の長編小
説「リティシア」の第1草稿（後に『白孔雀』として出
版される）を書き始める。8月、母親、ジェシーととも
にリンカンシャーへ旅行する。9月、ノッティンガム・
ユニヴァーシティ・カレッジに入学し、教員免許状取得
を目指す。
ジェシー・ブート卿：ノッティンガム出身の実業家。農夫
であった父親ジョン･ブー ト(JohnBoot)は1849年にノッ
ティンガムに薬局を開く。その後、ジョン・ブートは事
業を拡大し、息子ジェシーの代にブート家はイングラン
ドでも屈指の実業家一族となる。ノッティンガム大学設
立に関わる土地や資金の援助をし、地元に対して多大な
貢献をする。
1907年(22歳）大学在学中､三編の詩(｢開き直り｣､｢勉学｣､｢大学の窓から｣）
を書く。6月、「白孔雀』の第1草稿を書き終える。8月、
母親、ジェシーとともにヨークシャーのロビン・フッズ・
ベイヘ旅行する。10月、『ノッティンガム・ガーディア
ン』紙のクリスマス懸賞文学作品に「序曲」（ジェシー・
チェインバーズの名前で)、「白いストッキング」（ルイ・
バロウズの名前で)、また「ルビー・グラス」を自らの
名前で応募する。「序曲」が部門1位となり、12月7日
付､『ノッティンガム･ガーデイアン』紙に掲載される。冬、
アリス・ダックスを通してブランチ・ジェニングズと会う。
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カルロ・リナティ：イタリアの批評家で、ロレンスの中編
小説「狐」("TheFox",1920)及び「てんとう虫」("The
Ladybird",1929)をイタリア語に翻訳した。また、イタ
リアの雑誌『コリエレ・デラ・セラ』誌(Cow･jeﾉ･ede"α
Sem)にロレンスについての批評を掲載している。
アリス・ダックス：熱烈な社会主義者であり女性参政権論
者であった彼女は、ウィリアム・ホプキンの家に出入り
していた頃、妻のサリーを介してロレンスと知り合い
になる。ロレンスに会った彼女は、一目惚れし、その
後、二人の関係は深いものとなった。8歳年下のロレン
スが初めて肉体関係を持った女性であると言われている。
1912年にロレンスがフリーダと出会うまで、二人の関
係は続いた。ロレンスに女性の肉体的、官能的魅力を経
験させたという点で重要な女性であった。『息子と恋人』
(So"sα"dZ,oveﾉ･s,1913)のクララ・ドウズのモデルとなっ
た。
ブランチ・ジェニングズ：社会主義者で女性参政権論者で
あった彼女は、アリス・ダックスを介してロレンスと一
度だけ会ったと言われている。ただし、書簡のやり取り
はその後も続いた。ロレンスは「リティシア」の第2草
稿について彼女の助言を求めた。
7月、ノッティンガム・ユニヴァーシティ・カレッジでの
教員免許資格試験を終え、免許状を取得する。職探しを
始めるが、地元ノッティンガムに就職先は見つからな
かった。8月、母親、ジェシーとともにヨークシャーの
フラムボローで休暇を過ごす。9月、ロンドンの南部に
あるクロイドンで教員採用面接を受け、デイヴィッドソ
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ン・ロード小学校での採用が決まる。冬、ヘレン・コー
クに出会い、その後、深い関係になる。（1912年まで二
人の関係は続いた｡）
アモス・ヘンダーソン教授：ノッティンガム・ユニヴァー
シティ・カレッジの学部長。ロレンスに様々な忠告を与
えた人物で、学位修得課程に進むよう助言したり、ラテ
ン語の教授を申し出たりした。
[註］
EdwardNehls.ed.,D.〃.LcIwﾉ･e"ce:ACo"zpos"eBjogrqp/iy,Vbﾉ．I.
(Wisconsin:TheUniversityofWisconsinPress,1977),p.21.
D.H.Lawrence.WIeWh"eP"cock(London:WilliamHeinemannLTD,
1966),p.172.
伽｡.,p.173.
わ〃･,pp､174-5.
倉田雅美、「ロレンスー 人と文学』（東京、勉誠出版、2007)、p.92.
KeithSagar,ed.,AD.".LQwre"ceHα"肋ook(NewYork:ManchesterUR,
1982),p.194.
JohnWorthen.D.".Lqw花"ce:T/ieEc"･jy碇arsI885-I912(Cambridge:
CambridgeUR1991),p.168.
Loc.c〃・
Loc.c〃・
以下、三編の原文を掲げる。
Thereisnopassioninmylife,/Thereisnoaction,itisalmostasleep./
OhfOradeliriumofloveorofstrife/Orsorrowtoweep.
Iamquitesickofbooks/Givethemtotheold/Mychafedcurbedblood
(1)
(2)
????????
(7)
(8)
(9)
(10)
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nolongerbrooks/Suchsaprophytemould.
Noreadingsandwritings/Whilethebloodisalive/Butlovingsand
hatings,struggleandfightings-/I'llworkandI'llwive.(GTheWorm
Tum3)
CIosebythewood'sedgethere'sagirlhovers/Looksthroughthehazel
screenoutonthemeadow/Where,wheelingandscreamingthepetulant
plovers/Wavefrighted､Whocomes？－Alabourerwithstilltread.／Oh，
sunsetswimsinhereye'sswiftpool./(IcursemyselffOrastudyingfOol.)
(@Study')
Remotealthoughlhearthebeggar'scough/Seethelady'srose-litfingers
holdhimacoin:/Thesearefragmentsofanincoherentplay,andwescoff
/Aswelookattheactors,andsayinoursoulswewillneverjoin/Their
ill-playeddrama,we,likegodsinthewindowseat/Upliftedinwisdom,
halfamusedbytheplayinthestreet.(6FromaCollegeWindow')
(11)JamesT.Boulton,ed.,771eSe/ecredLe"ersq/D〃・Law花"ce(Cambridge:
CambridgeUR1997),p.289.
(12)jbid.,p.16.
(13)Worthen.p.201.
(14）倉田雅美､p.28.
＊本論考で扱った人物の詳細（生没年など）について、「D･H･ロレンス
生ー涯と作品(1)｣(djαﾉogos第10号､英語コミュニケー ション学科紀要、
2010）に既出したものは省略してある。
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